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人工衛星での科学観測での敵の一つは、軌道上放射線由来のバックグラウンドによる雑音/疑イベントである。
これはデータの S/N 比を損なうだけでなく貴重なデータ帯域幅を食い潰す原因でもあるため、天文衛星はでき
るだけバックグラウンドを取り除くようなオンボード信号処理を行なってきた。また、高効率の光学系の導入は
バックグラウンドを低く保ったまま入射光子量を増やす事でこの問題の低減に寄与してきた。
しかし、観測がより低光度の天体や少光子波長にシフトするのに伴い、バックグラウンドの性質をより定量的
に押えなければ観測が成り立たなくなってくる。そこで登場するのがモンテカルロ法によるバックグラウンドシ
ミュレーションである。これで正しい推定を行なうには、関連する物理過程の正しい理解に加え衛星構造の詳細
な情報の入力とシミュレータ中枢から得られた情報を的確に扱う事が要求されるが、その為には衛星各部の複数
の設計者とデータ利用者によるシミュレータの同時改変を破綻無く実現する高次のソフトウェア設計概念とイン
タフェースが必要となる。
本発表では Astro-E2 衛星を対象とした放射線環境シミュレータの枠組、特にジオメトリ記述方法の統一的枠
組とシミュレーション生成物のハンドリング法について述べる。シミュレータエンジンには拡張性とジオメトリ
の扱いに長けたGeant4 を用い、その制御および外部とのデータハンドリングに C++ で書かれたフレームワー
ク ANL++ を用いるため、結果として全てが C++ で記述される事になる。これによりエンドユーザから見た使
用上の「作法」が明確となるが、同時に開発者には内部のデータ構造とその扱い方を明示的かつ的確に設計する
責任が課される事になる。


